
行
政
区
画
変
遷
・
石
高
・
戸
口
一
覧

七
、

新
田
高
の
合
計
（
総
地
高
）
を
記
し
た
。

四
、
戸
川
は
寛
保
三
年
成
立
の
寛
保
郷
帷
（
御
鬮
七

郡
郷
村
牒
）
の
数
値
を
記
し
た
。

五
、
大
区
小
区
制
の
棚
は
、

お
同
帳
は
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
本
に
よ
っ
た
。

三
、
江
戸
時
代
後
期
の
資
料
と
し
て
用
い
た
郷
村
汁

一
ハ
、

一
一
、 一

、
本
表
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
現
在
に
至
る
行
政

地
名
の
変
遷
の
大
略
、
お
よ
び
江
戸
時
代
各
村
の

高
を
示
す
。
配
列
は
お
お
む
ね
本
文
の
項
目
記
載

順
に
よ
る
が
、
表
の
作
成
上
若
干
の
異
同
が
あ
る
。

一
、
江
戸
時
代
中
期
の
資
料
と
し
て
、
元
禄
地
払
帳

（
七
郡
本
田
新
田
地
払
帳
）
と
元
禄
郷
帳
（
郷
村
牒
）

を
用
い
た
。
元
禄
地
払
帳
の
欄
に
は
本
田
商
・
新

田
高
の
合
計
（
総
地
高
）
を
記
し
た
が
、
長
岡
郡
・

幡
多
郡
に
欠
落
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
は
空
欄
と
し

た
（
現
中
村
市
域
は
全
村
が
な
い
の
で
欄
自
体
を

設
け
な
か
っ
た
）
。
元
禄
郷
帳
は
群
府
に
提
出
し

た
も
の
で
、
こ
れ
に
は
本
田
高
が
記
さ
れ
る
。
な

た
現
楢
毛
市
域
の
陽
喚
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
村

尚
・
戸
川
の
数
仙
は
「
大
成
郡
録
」
「
旧
商
旧
領
取

調
帳
」
に
よ
っ
た
。

、
大
区
小
区
制
の
棚
は
、
「
尚
知
県
行
政
区
両
変

避
史
料
集
」
（
古
川
繭
作
編
・
商
知
媒
昭
和
五
六
年

刊
）
に
よ
っ
て
明
治
八
年
実
施
の
区
分
を
記
し
た
。

、
「
地
方
行
政
区
画
便
覧
」
（
内
務
省
地
理
局
編
・

明
治
二
○
年
刊
）
は
明
治
一
九
年
の
資
料
で
、
同

一
三
年
の
市
制
町
村
制
施
行
仇
前
の
行
政
区
分
の

資
料
と
し
て
用
い
た
。

、
現
在
の
町
名
な
い
し
字
名
の
欄
は
原
則
と
し
て

大
字
ま
で
記
し
、
住
居
表
示
整
術
済
の
地
区
の
場

合
は
お
も
な
も
の
を
記
す
に
と
ど
め
た
。

、
江
戸
時
代
後
期
の
資
料
と
し
て
用
い
た
郷
村
尚

帳
は
、
明
治
三
年
に
滿
知
藩
が
民
部
省
に
提
出
し

た
も
の
で
、
幕
末
の
数
値
が
記
さ
れ
る
。
本
田
高
．

な
お
江
戸
時
代
に
伊
予
国
宇
和
島
藩
領
で
あ
っ












































































